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論文内 容の要 旨
口腔領域に発生した腫療を治療する目的に，放射線療法が行-われる乙とがある口この際，口腔に附
属する唾液腺 lこ照射後器質的あるいは機能的障害を惹起する乙とは， 日常の口腔外科臨床において，
しばしば経験する所である。したがって，唾液腺の放射線障害に関しても数多くの研究が進められ，
種々議論されているが，その詳細に関する諸学者の見解は必ずしも一致していない。
そこで，著者は，臨床上の必要に迫られて，近年長足の進歩発展を遂げつつある酵素組織化学を中
心に，組織学的ならびに生化学的研究手技を併用して，照射様式を異にする X線の唾液腺におよぼす
影響ーを実験的立場から追求し，被照射唾液腺における組織代謝障害に関して検討を加えた。
実験には，成熟した雄』性マウスを用いた。これらを，実験群と対照群に分つと共に，さらに，実験
群を全身照射群と X線の abscopal effect を考慮に入れた頚部遮蔽全身照射群ならびに頚部のみに照
射した局所照射群の 3 群に分ち，照射皮膚線量として前二者には1， 280R を，後者には1， 695R をそれ
ぞれ 1 回照射した。そして，照射後第 1 日目より 28 日聞にわたり X線による唾液腺の障害を経目的に
比較観察した。検索方法としては， 動物を屠殺し唾液腺を射出した後，組織学的には， 通法に従い
H.E. 染色標本を作成し，酵素組織化学的には，材料をクリオスタット内で凍結切片となし， Nitroｭ
BT を用いて succinic， NAD-dependent & NADP-dependent dehydrogenases の反応を観察し
た。一方，生化学的には， 顎・舌下腺をー塊として刻出し， その homogena1e を作り， succinic 
dehydrogenase の活性は Warburg 検圧計による酸素消費で，また lactic & glucose-6-phosphate 
dehydrogenases の活性は，乙の homgenate を遠心分離し，その上清を酵素標品として， それぞれ
NAD および NADP の還元を Beckman 分光光度計を用いて 340mμ の吸収により測定した。
その結果，放射線障害が最も早く，且つ強く現われたものは全身照射群で，実験動物の全てが 5 日
以内に死亡し，頚部遮蔽全身照射群が乙れにつぎ， 平均生存日数は約 8 日間であった。 しかしなが
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ら，局所照射群は，前二者に比べて線量が多かったにもかかわらず，障害の程度は軽く，実験最終日
までに死亡したものは殆んどなく， しかも実験第 4 週目には回復の徴候さえ認められた。
また，腺臓器別には，耳下腺が最も影響を受け易く，顎下腺がこれにつぎ，舌下腺における影響は
最も少なく，さらに細胞単位では，腺細胞が放射線に対して最も高い感受性を示し，導管系上皮細胞
の障害は一般に軽徴であった白いま，これらの事実を，諸検索の結果と共に各照射群に分ち綜合記述
すると，全身照射群および頚部遮蔽全身照射群では，照射後第 2 日自において，すでに組織学的に耳
下腺腺組織に潤濁腫11長や腺上皮細胞核の濃縮，融解などの変性像が認められ，一般に導管系の被覆上
皮は，腺上皮に比してその障害は軽微であり，日時の経過と共に組織は変性壊死に陥ったが，顎下腺
では，乙れよりもやや遅れて照射後第 3 日自において，腺細胞に空胞変性が認められ，舌下腺のそれ
はさらに遅れて発現した口これらの各唾液腺に見られた組織学的変化は，組織化学的な観察成績とも
よく符合し，酵素反応のうち， succinie, lactic & glucose-6-phosphate dehydrogenases 反応に関
しては，全身照射群および頭部遮蔽全身照射群において，三唾液腺に共通して照射後第 2 日目から変
動が観察され，以後経目的に反応は減弱し，前者では第 4 日自に，後者では第 7 日自に最も弱い反応
を示した。乙とに， succinic & lactic dehydrogenases 反応の減弱は，耳下腺の腺細胞および線条
部導管上皮の一部にも著明であった。また glucose-6-phosphate dehydrogenase は，正常唾液腺の
腺細胞には極めて弱い反応しか呈さないが，照射後には全く消失していた。
一方，生化学的な測定結果も，乙れら組織学的ならびに組織化学的所見とほぼ一致し，全身照射群
における succinic dehydrogenase 活性は対照群のそれに比して照射後第 2 日目で約10%，第 5 日目
では約55%の減少を示し，また lactic dehydrogenase 活性の低下は succinic dehydrogenase ほど
強くなかったが， glucose-6-phosphate dehydrogenase 活性は， 照射後第 3 日目から著しく低下し
ていた口これに対して，局所照射群においても，全身照射群および頭部遮蔽全身照射群に見られたと
同様な変化を示したが，その障害は徐々に発現し，腺組織の変性萎縮は照射後第 2 週を過ぎる頃にお
いてその極に達し，それぞれの酵素反応も最も著しい減弱を示した。しかし，それ以後においては，
腺組織の再生像が見られると共に，各種諸酵素反応の回復も見受けられ，実験期間中では， SUCClnIC 
& NAD-dependent dehydrogenases の回復の程度は弱かったが， NADP-dependent dehycrogen・
ases，ことに glucose-6-phosphate dehpdrogenase のそれは，腺細胞に著明に認められた。
なお，多量の線量を照射した局所照射群よりも，全身照射群，または頚部遮蔽全身照射群において
その障害が最も強く，且つ早期に発現したことは，唾液腺が局所照射よりも全身照射による全身各臓
器組織の放射線障害に影響されることが大であるものと考えられる。
論文の審査結果の要旨
本研究は放射線の唾液腺におよぼす影響を，組織学的，組織化学的ならびに生化学的に研究したも
のであるが，従来ほとん行われていなかった被照射唾液腺における組織代謝障害について重要な知見
を得たものとして価値ある業績であると認める。よって，本研究者は歯学博士の学位を得る資格があ
ると認める。
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